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先日の朝、霧が発生した日の児童の登校は、遠くの白い霧の中から

少しずつ児童の姿が見えてきました。校門のところで、子どもたちに、

「周りは何も見えなかっただろう。」と聞くと、「最初は学校が見え

ませんでした。」と言っていました。この地域ならではの光景だなと

感じました。

１年生も元気に登校してきています。１年生の背中と６年生の背中。その背

中に背負われるランドセルは、同じサイズなのに違って見えます。

１年生は小さな背中に大きなランドセルを背負い、たくさんの

夢を詰め込んで登校しているような感じを受け、６年生のラン

ドセルはここまでの小学校生活の思い出がたくさん詰まって

いるように見えます。同じランドセルなのですが……。春は

ランドセルも軽やかです。小学生にはランドセルがよく似合います。

前日の豪雨もあり、畑がぬかる

んで、苗を植えるときに靴を汚し

てしまいましたが、みんなで協力

して、トウモロコシ、枝豆の苗を

じょうずに植えることができました。学校北東の畑には少

しずつ苗が増えてきています。

阪神大震災、東日本大震災の被災地の思いが引き継がれたひまわりの種をい

ただきました。小山第三中学校が防災を考えながらこのひまわりを

育て、その種を今回市内の小中学校に分けてくれました。詳細は

裏面に記事を載せます。すでに、６年生が北のフェンス沿いに種

を蒔き、芽が出はじめています。残りの種も３年生が理科の学習

をかねて蒔きました。本校のひまわりが大輪の花をつけたときに

は、より防災を意識できるような学校になっていることを願いま

す。


